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後期生徒総会 開催 後期スローガン「笑和協力」

第2回学校運営協議会

令和8年度佐伯市新人水泳競技大会 結果 令和8年9月3日
【男子】
100m平泳ぎ 1位狩生悠斗(SACOT) バタフライ 1位神田彪々斗(FSC)

自由形 3位甲斐清哲(弥生SC)
50m平泳ぎ 2位狩生悠斗 バタフライ2位神田彪々斗 5位甲斐清哲
自由形 3位神田彪々斗 5位狩生悠斗 6位甲斐清哲

【女子】
200m自由形 3位池岡杏莉(弥生SC)
100m平泳ぎ 1位神崎衣瑠(山本JSC) 3位益田穏歩(弥生SC)

自由形 5位河野麗心(弥生SC) 6位池岡杏莉
200m個人メドレー 1位神崎衣瑠
50m平泳ぎ 2位益田穏歩

9月8日（火）、後期生徒総会が行われました。
今回から、これまで生徒会活動を支えてきた3
年生からバトンを受け取り、2年生が中心と
なって運営を担います。後期の生徒会スローガ
ンは「笑和協力」（「昭和」にかけています）。
「毎日笑って、たくさんの人と和をつなげ、み
んなと協力して、明るく楽しい学校にしたい」
という思いが込められています。一人一人の笑
顔を大切にし、互いに認め合い、支え合いなが
ら、みんなの力でよりよい学校をつくっていく
ことを期待しています。
また、今回からiPadを活用した電子議案書を

導入するなど、新たな取組も始まりました。伝
統を受け継ぎながら、新しい発想と行動力で挑
戦する2年生を中心とした生徒会のこれからが
楽しみです。

8月28日（金）、第2回学校運営協議会（コミュニ
ティ・スクール）を開催しました。今回は、2年生の

生徒会役員も参加し、地域の方々と一緒に「弥生を元気にするために、小中学生と地域の大人が一緒
にやったら楽しそうなこと」をテーマに熟議を行いました。 祭りやキャンプ、ゴミ拾い、スポーツ
大会、「ジョギング＋ゴミ拾い」を組み合わせた「プロキング」など、子どもたちからも地域の方々
からも、実に多様で楽しいアイデアが出されました。 生徒からは「昔のことが知れて楽しかった」
「いろいろな世代の考えが知れた」「楽しく交流できた」「改めて弥生のことを考えるきっかけに
なった」といった感想が聞かれました。また、地域の方々からも「子どもたちの意見や発想に驚い
た」「進行がとても上手だった」「子どもたちの思考力に驚かされた」「とても有意義な時間だっ
た」と、子どもたちの姿を高く評価する声が寄せられました。今後も、子どもと大人が地域の未来に
ついて真剣に語り合い、学び合う場を大切にしていきたいと思います。

9月10日（木）・11日（金）の2日間、2年生が全17の事業所で
職場体験学習を行いました。事前準備として自ら事業所へ電話を
かけて打ち合わせをし、直前には郵便局職員をお招きしてお礼の
手紙の書き方講座を受けるなど、念入りな準備をして臨みました。
当日はどの事業所でも、生き生きと仕事に励む頼もしい姿が見

られました。ご協力いただいた事業所の皆様に心より感謝申し上
げます。今回の体験を、生徒たちが自身の未来やキャリアをじっ
くり見つめ直す貴重な機会として活かしてくれることを期待して
います。
【全17事業所】
①養護老人ホーム ながと ②佐伯市社会福祉協議会弥生支部
③特別養護老人ホーム 豊寿苑 ④（有）塩月自動車整備
⑤社会福祉法人子ども未来ネット弥生 にじいろこども園
⑥〃 やよいこども園 ⑦道の駅 やよい
⑧むさしの美容室 ⑨ホームワイド 鶴岡店
⑩メガネのヨネザワ コスモタウン佐伯店
⑪（株）下川薬局 蛇崎調剤薬局
⑫ユニクロ トキハインダストリー店 ⑬大分部品株式会社
⑭海上自衛隊 佐伯基地分遣隊 ⑮佐伯市役所防災危機管理課
⑯〃 観光課 ⑯株式会社 山忠 ⑰復興サポート食堂 志縁や

8月31日（月）、本校独自の行事である「昭和フェスタ」に向けた
説明会を開催しました。昭和フェスタは、文化の部とスポーツの部を
一つに融合させた市内唯一の特別なイベントです。
説明会では、生徒会から行事の概要とともに熱い思いの込められた

スローガンやテーマ曲が発表されました。続いて行われた各クラスの
色決めでは、抽選のたびに歓声が上がり、会場全体が期待と熱気で大
いに盛り上がりました。
いよいよ全校生徒が一丸となって動き出します。文化とスポーツの

双方で生徒一人ひとりが輝き、仲間との絆を深めながら、心に残る素
晴らしいフェスタを創り上げてくれることを期待しています。

R8昭和フェスタ スローガン発表！

～輝く青春を最高の仲間と～

テーマ曲：「やってみよう」／WANIMA

【各クラスの色】
1年1組 黄
1年2組 青
2年1組 赤
2年2組 白
3年1組 紫
3年2組オレンジ


